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News
　ＣＭＡ Ｎｅｗｓで何度かお伝えしてい
ました「寿―１０５」の完成を記念して
「ＣＭＡ新春セミナー」が１月15日に開
催されました。ＣＭＡ新拠点が確保され
たことを契機に、会員全体の集える場の
充実を意図して実施された企画で、新
春早 に々もかかわらず、会員だけでなく、
加治木さん・塚本さん・ＣＡＳＥメンバー
他多数のゲスト参加もありました。

●キューバ視察報告
　新春セミナーのメイン企画で、初めて
見るキューバの都市状況の報告とたく
さんのスライドが好評でした。社会主義
革命を経た都市にもかかわらず、革命
前のいろんな時代様式をまとった建築
群、クラシック・カーマニアなら垂涎の古

い自動車が現役で走っている状況、町
に集う人々の明るい表情等々、東欧諸
国の社会主義色とはまったく異なる光
景を目の当たりにしました。「政治的な主
義・主張も環境が違えばこんなにも変わ
るものか」というのが、参加された方々の
素朴な感想であったように思います。ＢＧ
Ｍとして流されたヴィエナ・ヴィスタ・ソー
シャルクラブのキューバ音楽がライクー
ダーにより着目されたように、現代におけ
るキューバの姿がクローズアップされ、何
かを訴えかけてくるように感じられたセミ
ナーでした。

●ＣＭＡバス輪行ツーリズム報告
　「キューバ視察報告」に引き続き「バ
ス輪行ツーリズム」の映像がスライド
ショーされ、ツアーに参加された方にとっ
ては思い出のひと時、参加されなかった
方にとっては「自転車ってすごいな」の
感想が聞かれました。昨年２回実施さ
れたバス輪行ツーリズムは今年７月・海
の日開催予定の「つるむｄｅ尾道」につ

ながり、ＣＭＡにとって自転車関連活動
は一定の実績を構成してきており、今後
の更なる発展が期待されます。
●新春ことぶき市
　会場の一角では、「バス輪行ツーリズ
ム」他に関連して培われてきた産地直
送の新鮮野菜他のテスト販売が「新春
ことぶき市」として併設され、好評を得ま

した。「むら・まち協働研究部会」の西村
部会長には何度もリュックで商品を持ち
込んでもらい、有難うございました。また、
能勢の古嶋商店の仕入れには早朝か
ら寺川副会長に、販売・広報には竹本
さん・石倉さんに活躍いただきました。寿
住宅の皆様からも「産直販売会」「地
域の惣菜販売」他の期待も厚く、今後
のＣＭＡ活動の一つにつながるテスト販
売でした。

●さいごに
　会場となった寿住宅・集会所は団地
内でもあまり活用されていないのですが、
ＣＭＡの参画により新しい活用の機会を
得たように思います。ＣＭＡにとっても初
めて「根付いた活動拠点」を得たことに

なり、寿―１０５とともに活用して行きたい
ところです。セミナーの後の懇親会にも
出席者のほとんどが参加され、キューバ
みやげのトウモロコシ酒、産直野菜・味
噌の試食他充実した時間を過ごすこと
ができました。「このような場を定期的に
開催したらどうか」という意見が出され、
２ヶ月に１回程度気軽に参加できるＣＭ
Ａサロンとして定着させて行くことが決定
されました。３月初旬開催に向けて調整
していますので、皆様のご参加を期待し
ております。

ＣＭＡ新春セミナー・新春ことぶき市

ＣＭＡ副会長　井上　守



　この言葉は、ムラのおばちゃんたちが昔か
ら使う諺で、「言うだけでは結局何も起こらな
い」ことを示したもので、地域リーダーに対す
るカラカイと期待を表現しています。この地域
の本格的なまちづくりの夜明けは、2001年の
まちづくり協議会「お宝発掘隊」とＮＰＯ法
人「暮らしづくりネットワーク北芝」の設立か
ら始まります。振り返ると、この2つのエンジンが
あることでまちづくりにリアリティと広がりをもたら
したように思います。
　当時、私は地域集会所に拠点を設置し、
人々の「つぶやきひろい」を進めていました
が、このつぶやきから始まった「お宝発掘
隊」の活動は、人々のつぶやきが意外に共
有されていないという気づきにつながりまし
た。そして、この気づきはすぐに行動に現れま

した。地域の大工さんによる団地の住みにく
さを改善する「ちょっと住み良く・もっと住み良
くプロジェクト」や管理されていない団地前
庭への「花いっぱい」プロジェクトも始まるな
ど、ムラの人々が主体になって目に見える試
行活動へと展開していきました。
　その後「つぶやきひろい」の活動は、ＮＰＯ
法人によって「達人発掘ワークショップ」とい

う形で広がりを持った活動へと転換し、期間
限定型まちづくりである「ゆめ工房」プロジェ
クト（次回報告予定）へと発展していきます。
　「コレクティブタウン北芝」のまちづくりの特
徴ともいえる「つぶやきつなぎ」と「チャレンジ」
の文化は、実は昔からおばちゃんたちのメッ
セージに込められていたのかもしれません。

箕面市コレクティブタウン北芝の挑戦連載－03
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■鳥は鳴いても夜は明けぬ

　従来のCMA「自転車市民ステーション」部会の推進力を高め、
活動の裾野を広げるため、名称も新たに「自転車市民倶楽部」を
立ち上げ、幅広く会員を募集することになりました。

① スローガン「自転車を共に楽しむ市民の会」
　「倶楽部」とは「倶（とも）に楽しむ」という意味で、ツーリズムにウェ
　イトが置かれますが、普段の自転車生活全般に関わる、行政改革
　等の活動にも積極的に参画します。
　また、“まちづくり”に視点を置く会員で、倶楽部会員からの希望者
　はCMA入会への間口を広げて行きます。
② 参加資格は“自転車を愛用するすべての市民”が対象。入会者
　拡大と活動に弾みをつけます。
③年会費は“自転車総合保険込み”で¥5,000（4月1日～3月31日）
　OCA大阪サイクリング協会（年会費¥4,000）に団体加入します
　ので、自動的にJCA日本サイクリング協会会員にもなります。　　
　¥1,000は倶楽部の広報通信/事務諸費に充当します。
④ 自転車総合保険は本人の死亡・後遺障害時213万円、相手に
　怪我などをさせた場合の賠償補償5000万円、その他オプション
　（追加保険料要）で自分の怪我の補償も可能です。
⑤ 倶楽部会員特典
●CMA企画の自転車ツーリズムには会員費（¥3,000引）で参加
　できます。
●CMA主催の各種イベント、セミナー等にも会員価格で参加・利用
　できます。

●CMAニュースに「倶楽部NEWS」を付録し、ゆくゆくは単独での
　発行をめざします。
●JCAのニュース（年4回）とOCAのニュース（年4回）が届きます。
●OCA，JCAの協会行事に会員優待価格で参加できます。
●休暇村1泊2食申し込み時の室料割引があります。
●その他関西サイクルスポーツセンターの入場無料、堺自転車博
　物館の入場割引など。
⑥ 倶楽部会則
　̶自転車市民6K宣言̶
　❶自転車市民は「健康」のよろこびを共有します
　❷自転車市民は「環境」との共生を追求します
　❸自転車市民は「観光」の共感を高めます
　❹自転車市民は「教育」を共育として実践します
　❺自転車市民は「交通」を共同空間として考えます
　❻自転車市民は「経済」を協働で持続させます
⑦ 倶楽部役員体制
　CMA役員会と「自転車市民倶楽部」部会にて合議制で決定し
　ます。

　「自転車市民倶楽部」第1回募集締切は、OCA団体加入の必
要上3月20日とさせて頂きます。
　まずはCMA会員ならびに、お知り合いへの方 へ々の倶楽部加入
をおすすめください。

自転車市民俱楽部　小山 勝己

自転車を共に楽しむ市民の会─CMA「自転車市民倶楽部」設立に向けて

去る２月１１、１２日に「サイクルトレインで、早春の伊勢
志摩へ」の自転車ツァーに参加しました。（CMA関係者
総勢８名）自転車を輪行分解せず、そのまま貸切電車に
積み込んで賢島まで。その模様を紹介します。（デビ）

西 淡 路 ２ 丁 目
勢
者
に

ＣＭＡ副会長　寺川 政司


